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」
・
ゴ
デ
シ
ョ
著
　
平
山
栄
一
訳

『
反
革
命

　
　
理
論
と
行
動

一

ミ
oo
O
l
一
〇〇
〇
僻
』

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ゴ
デ
シ
ョ
著
、
平
山
栄
一
訳
「
反
革
命

理
論
と
行
動
　
一
七
八
九
ー
一
八
〇
四
」
（
霊
Q
9
賃
㌣
寂
ε
一
5
一
8
U
8
、

三
濡
9
＞
＆
9
ミ
。。
。
占
。
。
。
鼻
饗
吋
舞
。
β
＄
O
＆
①
魯
9
）
は
、
題
名
の
示
す

よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
勃
発
以
来
十
数
年
間
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ

ら
わ
れ
た
反
革
命
の
理
論
と
行
動
に
関
す
る
、
詳
細
に
し
て
綿
密
な
本
格

的
な
研
究
書
で
あ
る
．

　
著
者
の
」
・
ゴ
デ
シ
ョ
教
授
は
、
「
現
在
は
ト
ウ
ー
ル
ー
ズ
大
学
の
名
誉

文
学
部
長
で
あ
る
が
、
一
九
〇
七
年
生
れ
の
最
長
老
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

革
命
研
究
の
権
威
と
い
う
か
、
専
門
家
で
あ
り
、
同
氏
の
主
著
の
ひ
と
つ

『
革
命
と
帝
政
下
の
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
』
ゼ
Φ
。
・
冒
駐
言
ぎ
諾
留
ポ
宰
導
8

零
臣
鼠
窓
ぎ
一
暮
一
9
9
一
、
国
ヨ
営
お
（
》
q
●
労
）
は
、
細
字
で
、
八
○
○

ぺ
ー
ジ
に
近
い
大
著
、
大
革
命
お
よ
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
期
の
あ
ら
ゆ
る

問
題
に
ふ
れ
た
便
利
な
マ
ニ
ュ
エ
ル
と
し
て
、
研
究
者
に
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
、
一
九
五
二
年
に
初
刊
、
一
九
六
八
年
改
訂
、
最
後
に
昨
一
九
八

五
年
増
補
改
訂
版
が
出
て
お
り
、
わ
が
国
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
研
究
者
の
発
表
す
る
論
文
、
著
書
に
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
引
用
さ

れ
て
い
る
」
（
訳
者
、
平
山
氏
「
あ
と
が
き
」
）
こ
の
学
域
の
世
界
的
権
威
で

あ
る
。

　
ゴ
デ
シ
ョ
教
授
は
、
そ
の
「
日
本
語
版
へ
の
序
文
」
に
お
い
て
、
「
私

は
平
山
教
授
が
、
私
の
『
反
革
命
』
を
日
本
語
に
訳
す
こ
と
を
望
ま
れ
た

の
を
、
非
常
に
喜
ば
し
く
思
う
。
こ
の
書
は
、
一
七
八
九
年
か
ら
一
八
〇

四
年
ま
で
、
革
命
と
平
行
し
て
展
開
さ
れ
た
反
革
命
の
研
究
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
、
お
よ
び
よ
り
一
般
的
に
西
欧
の
革
命
運
動
が
、
多
く
の
、
深
く

き
わ
め
ら
れ
た
研
究
の
対
象
で
あ
っ
た
の
に
、
反
革
命
の
方
は
注
意
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
に
つ
い
て
知
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

反
革
命
は
、
過
去
へ
の
回
帰
、
す
な
わ
ち
『
反
動
』
と
い
う
不
変
の
欲
求

だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
反
革
命
は
、
革
命
そ
れ
自
体
と
同
様
に
発
展
し
て

き
た
。
そ
れ
は
革
命
と
ひ
と
し
く
そ
の
理
論
家
を
有
し
て
い
た
。
」
と
、

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
本
書
の
「
序
説
」
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
い
て
反
革
命
の
全
般
を
取
扱
っ
た
著
作
は
一
、
二
の
も
の
が
あ
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
反
革
命
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
立
入
っ
た
も
の
が
少
い
と

い
う
。
そ
し
て
、
「
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
反
革
命
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
に

つ
い
て
の
研
究
が
、
そ
の
よ
う
に
僅
か
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
ろ
う

か
？
　
反
革
命
に
つ
い
て
歴
史
家
は
、
反
革
命
家
は
イ
デ
オ
・
ギ
ー
を
も

つ
こ
と
な
く
、
た
だ
事
態
を
．
一
七
八
九
年
の
時
点
に
あ
っ
た
が
ま
ま
に
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復
帰
さ
せ
よ
う
と
望
ん
だ
だ
け
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
見
え
る
。

だ
が
、
そ
れ
は
不
正
確
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
反
革
命
家
の
諸
著
作
を
読
ん

だ
と
き
、
事
実
、
こ
れ
ら
の
著
者
た
ち
は
理
論
、
正
確
に
い
え
ぽ
複
数
の

理
論
を
公
け
に
し
て
お
り
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
『
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー

ム
』
に
何
ら
の
変
更
を
も
加
え
ず
に
こ
れ
を
再
建
し
よ
う
と
考
え
た
も
の

は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
反
革
命
の
理
論
の
主
張
者
は
、

大
部
分
が
彼
ら
な
り
に
革
命
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
序
説
一
－
二
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
．
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
脚
し
て
著
述
さ
れ
た

本
書
が
、
永
年
に
わ
た
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
お
よ
び
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代

史
の
学
問
領
域
に
沈
潜
さ
れ
、
研
鑛
を
積
ま
れ
て
き
た
平
山
栄
一
教
授
の

御
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
の
た
び
邦
訳
さ
れ
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
史
研
究
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
！

・
ッ
パ
政
治
思
想
史
の
学
域
を
対
象
と
す
る
わ
が
国
の
後
進
学
徒
に
稗
益

す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
さ
て
、
本
書
は
、
反
革
命
の
「
理
論
」
（
第
一
部
）
と
、
そ
の
「
行
動
」

（
第
二
部
）
に
二
大
別
さ
れ
て
お
り
、
第
一
部
は
八
章
に
、
第
二
部
は
十
章

に
分
け
ら
れ
、
全
体
で
十
八
章
の
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
紹

介
で
は
紙
面
の
関
係
か
ら
第
一
部
「
理
論
」
の
う
ち
二
、
三
の
章
に
重
点

を
お
い
て
紹
介
し
て
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
訳
者
の
平
山
教
授
も
、
「
こ

こ
で
は
著
者
の
革
命
史
の
諸
研
究
の
説
明
は
割
愛
し
て
、
『
反
革
命
』
（
本

書
筆
者
註
）
だ
け
に
限
定
し
て
述
べ
る
と
、
従
来
ほ
と
ん
ど
か
え
り
み

ら
れ
な
か
っ
た
問
題
に
照
明
を
あ
て
て
、
ま
ず
そ
の
理
論
に
つ
き
．
思
想

史
的
に
諸
家
の
説
を
要
領
よ
く
紹
介
し
、
つ
い
で
最
大
の
理
論
家
、
イ
ギ

リ
ス
人
．
ハ
ー
ク
の
説
を
明
解
に
説
き
、
つ
づ
い
て
マ
レ
・
デ
ュ
・
パ
ン
や

ド
イ
ッ
の
諸
学
者
の
説
を
述
べ
、
本
書
の
も
っ
と
も
価
値
あ
る
部
分
を
な

し
て
い
る
、
と
信
ず
る
。
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
．

二

　
ま
ず
第
一
章
「
フ
ラ
ン
ス
反
革
命
理
論
の
起
原
」
に
お
い
て
、
ゴ
デ
シ

ョ
教
授
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
反
革
命
理
論
の
起
原
は
、
十
七
世
紀
に

基
礎
を
お
き
十
八
世
紀
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
、
そ
れ
ら
を

三
つ
の
思
想
的
潮
流
に
お
い
て
把
握
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
、
歴
史

的
保
守
主
義
、
二
、
啓
蒙
専
制
主
義
の
理
論
、
三
、
著
者
の
称
す
る
全
体

的
絶
対
主
義
で
あ
る
。
第
一
の
歴
史
的
保
守
主
義
は
、
い
わ
ば
伝
統
的
保

守
主
義
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
思
潮
に
属
す
る
思
想
家
と
し
て
、

「
テ
レ
マ
ッ
ク
の
冒
険
」
の
著
者
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
、
ブ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
エ
、
サ

ン
”
シ
モ
ン
を
と
り
あ
げ
、
さ
ら
に
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、
当
代
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
に
お
け
る
貴
族
の
役
割
を
重

視
し
、
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
三
部
会
を
中
心
と
す
る
行
政
組
織
と
運
営
に
関

し
て
歴
史
的
保
守
主
義
の
照
潮
を
形
成
し
た
と
さ
れ
る
．
第
二
の
啓
蒙
専

制
主
義
の
潮
流
と
し
て
は
、
デ
ュ
ボ
ス
師
、
ア
ル
ジ
ャ
ン
ソ
ン
侯
な
ど
の

著
作
を
挙
げ
．
「
こ
の
啓
蒙
専
制
君
主
の
理
論
は
若
干
の
フ
ィ
ロ
ゾ
フ
に

よ
っ
て
、
た
と
え
ぽ
一
七
四
〇
年
に
、
『
ロ
ー
マ
人
と
フ
ラ
ン
ク
人
と
の

対
比
』
　
冨
声
頴
8
号
。
D
閃
o
舅
巴
器
9
号
の
写
導
8
を
公
刊
し
た
マ
ブ

リ
に
よ
り
、
と
く
に
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
に
よ
っ
て
普
及
さ
れ
た
。
・
：
・
ヴ
ォ

ル
テ
ー
ル
が
、
プ
・
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
世
の
顧
問
官
と
し
て
採
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用
さ
れ
た
の
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
彼
が
啓
蒙
専
制
君
主
の
味
方

と
な
っ
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
．
」
（
コ
一
貢
）
と
述
べ
、
二
の
思
想
の
政

治
的
実
践
に
務
め
た
カ
ロ
ソ
ヌ
に
言
及
し
て
い
る
。
第
三
の
「
全
体
的
絶

対
主
義
の
理
論
」
は
、
ボ
シ
ュ
エ
の
思
想
を
そ
の
典
型
例
と
す
る
。
す
な

わ
ち
、
「
そ
れ
は
．
絶
対
主
義
制
度
を
大
き
く
変
更
せ
ず
、
少
な
く
と
も

国
家
の
制
度
と
組
織
を
変
え
る
こ
と
を
最
小
限
に
と
ど
め
て
，
こ
れ
を
維

持
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
。
す
で
に
全
体
的
絶
対
主
義
王
制
の
理
論

家
は
．
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
人
は
、
疑
い
も
な
く

ポ
シ
ュ
エ
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
頁
）
と
述
べ
、
さ
ら
に
ジ
ャ
コ
ブ
・
ニ
コ

ラ
・
モ
ロ
ー
を
と
り
あ
げ
．
「
モ
ロ
ー
は
ボ
シ
ュ
エ
と
同
じ
く
、
聖
書
と

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
教
義
が
、
一
切
の
論
議
を
超
越
し
て
、
す
べ
て
の
政

治
理
論
の
基
礎
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
」
（
一
六
頁
）
と
こ

の
思
潮
の
特
色
を
指
摘
す
る
。

　
そ
し
て
、
こ
の
章
の
終
り
に
、
「
一
七
八
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
保
守
主

義
を
支
配
し
た
こ
の
三
つ
の
潮
流
を
概
観
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
の
著

者
も
現
状
維
持
の
賛
成
者
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論
を
導
く
こ
と
は
で
き
な

い
．
す
べ
て
の
人
は
改
革
を
提
案
し
た
。
そ
の
提
案
が
わ
れ
わ
れ
に
確
認

さ
せ
る
こ
と
は
、
反
革
命
家
た
ち
は
、
同
様
に
彼
ら
な
り
に
革
命
主
義
者

で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
噌
七
頁
）
と
結
ん
で
い
る
。

　
第
二
章
、
「
一
七
八
九
年
の
革
命
へ
の
反
動
」
で
は
、
そ
の
動
向
を
三

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
一
、
革
命
に
対
す
る
国
王
お
よ
び
そ
の
側
近
の

対
応
、
二
．
穏
和
右
派
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
カ
ザ
レ
ス
と
モ
ン
・
ジ
エ
、

お
よ
び
三
、
「
極
右
反
革
命
家
」
の
代
表
と
し
て
の
ア
ソ
ト
レ
ー
グ
伯
、

モ
リ
師
．
ミ
ラ
ボ
”
ト
ノ
ー
を
取
扱
っ
て
い
る
。
第
三
章
の
「
フ
ラ
ン
ス

の
若
干
の
反
革
命
理
論
家
」
で
は
、
「
三
部
会
の
右
翼
議
員
た
ち
だ
け
が
、

反
革
命
の
理
論
の
概
略
を
示
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
議
会
外
部
で
多
数

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
者
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
著
作
家

た
ち
が
、
王
権
が
回
復
さ
れ
る
よ
う
な
憲
法
お
よ
び
政
府
の
草
案
を
作
成

し
た
。
」
（
三
〇
頁
）
と
述
べ
、
リ
ヴ
ァ
ロ
ル
、
フ
ェ
ラ
y
伯
、
セ
ナ
ッ
ク
・

ド
・
メ
ア
ソ
、
バ
リ
ュ
エ
ル
お
よ
び
デ
ュ
ヴ
ォ
ア
ザ
ン
の
両
師
を
と
り
あ

げ
、
「
こ
れ
ら
五
人
の
政
治
的
理
論
家
の
著
作
は
、
あ
る
親
近
性
を
示
し

て
い
る
．
断
乎
と
し
て
反
革
命
的
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
改

革
に
は
反
対
し
て
い
な
い
。
彼
ら
の
著
作
に
は
、
共
通
の
考
え
方
が
見
出

さ
れ
る
。
上
か
ら
の
力
で
成
就
さ
れ
る
革
命
を
望
む
こ
と
、
多
少
と
も
イ

ギ
リ
ス
か
ら
イ
ソ
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
う
け
た
憲
法
を
持
ち
た
い
と
い
う

欲
求
、
貴
族
へ
の
不
信
、
革
命
が
陰
謀
に
よ
っ
て
挑
発
さ
れ
た
、
あ
る
い

は
神
の
摂
理
の
干
渉
に
よ
る
結
果
だ
と
い
う
考
え
方
が
そ
れ
ら
で
あ
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
五
人
の
著
者
は
、
事
態
が
好
転
す
れ
ば
、
一
七
八
九
年

前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
な
．
絶
対
主
義
王
制
に
、
で
ぎ
る
だ
け
接

近
し
た
制
度
の
再
建
を
願
望
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
」
（
四
四
頁
）

と
結
ば
れ
て
い
る
。

三

　
第
四
章
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
政
治
的
保
守
主
義
の
宣
言
と
も
な
っ

た
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
と
、
そ
の
著
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
省
察
」
が
対

象
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
初
に
一
七
九
〇
年
（
「
省
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察
」
出
版
の
年
）
に
至
る
ま
で
の
バ
ー
ク
の
生
涯
と
活
動
が
要
領
よ
く
述

べ
ら
れ
、
次
に
、
い
わ
ゆ
る
「
省
察
」
の
分
析
が
な
さ
れ
、
最
後
に
「
省

察
」
の
世
界
に
お
け
る
反
響
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
ゴ
デ
シ
ョ
教
授
は
、
「
も
と
も
と
こ
の
書
は
、
一
七
八
九
年
十
一
月
四

日
．
『
革
命
協
会
』
集
会
の
時
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
｝
友
人
に
宛
て
た
手
紙

で
あ
っ
た
。
そ
の
表
題
は
こ
う
で
あ
っ
た
『
パ
リ
に
い
る
一
人
の
若
い
紳

士
に
最
初
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
き
め
ら
れ
た
手
紙
の
形
で
の
、
フ
ラ
ン
ス

に
お
け
る
革
命
と
、
そ
の
事
件
に
関
す
る
ロ
ン
ド
ン
の
あ
る
諸
会
合
の
進

行
に
た
い
す
る
省
察
』
、
そ
れ
が
誰
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
か
、
長
い
あ
い

だ
疑
問
に
な
っ
て
い
た
。
」
（
五
二
頁
）
と
述
べ
、
こ
の
「
省
察
」
が
若
い

知
人
で
あ
り
、
パ
リ
高
等
法
院
の
次
席
検
事
で
あ
っ
た
ド
・
ポ
ン
に
宛
て

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
経
緯
を
記
し
た
後
、
「
ド
・
ポ
ン
に
宛
て
た

『
省
察
』
は
、
二
つ
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
．
一
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
制
度

と
、
フ
ラ
ン
ス
の
諸
事
件
を
批
判
す
る
こ
と
。
二
、
一
七
八
九
年
の
フ
ラ

ン
ス
革
命
を
、
一
六
八
八
年
の
イ
ギ
リ
ス
革
命
と
比
較
し
よ
う
と
努
め
る
、

イ
ギ
リ
ス
の
『
革
命
協
会
』
や
．
そ
れ
に
類
す
る
協
会
を
攻
撃
す
る
こ
と
。

こ
の
二
つ
の
批
判
を
な
す
に
あ
た
り
、
バ
ー
ク
は
反
革
命
に
た
い
し
、
い

ま
ま
で
述
べ
て
き
た
理
論
家
た
ち
が
し
な
か
っ
た
、
歴
史
の
哲
学
に
す
べ

て
基
礎
を
お
く
、
強
固
な
、
一
貫
性
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
．
初
め
て
あ

た
え
た
。
」
（
五
三
頁
）
と
パ
ー
ク
の
反
革
命
思
想
史
に
お
け
る
意
義
を
評

価
す
る
．

　
そ
し
て
「
私
は
こ
こ
で
、
バ
ー
ク
の
論
証
の
三
つ
の
点
を
採
り
あ
げ
た

い
、
す
な
わ
ち
抽
象
に
た
い
す
る
闘
争
、
フ
イ
・
ゾ
フ
の
『
理
性
』
に
た

い
す
る
闘
争
、
フ
イ
・
ゾ
フ
の
『
自
然
』
に
た
い
す
る
闘
争
、
が
そ
れ
で

あ
る
。
」
（
五
四
頁
）
と
述
べ
．
バ
ー
ク
の
著
述
を
具
体
的
に
引
用
し
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
実
証
し
て
い
る
。
「
自
然
」
の
観
念
に
お
い
て

は
、
「
ロ
ッ
ク
と
ル
ソ
ー
に
と
っ
て
は
、
す
べ
て
の
時
代
、
す
べ
て
の
場

所
に
お
い
て
、
人
間
性
に
内
在
す
る
も
の
が
自
然
物
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
反
し
．
バ
ー
ク
に
と
っ
て
は
、
長
い
歴
史
的
発
展
、
長
い
習
慣
の
結

果
で
あ
る
も
の
が
自
然
的
で
あ
っ
た
。
』
（
五
五
頁
）
と
、
そ
の
根
本
的
相

違
を
指
滴
し
、
さ
ら
に
バ
ー
ク
の
論
拠
の
重
要
な
概
念
で
あ
る
先
入
観

（
汐
£
黄
琶
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
『
理
性
』
に
関
し
て
は
、

バ
ー
ク
は
そ
れ
を
斥
け
は
し
な
い
が
、
別
の
意
味
を
そ
れ
に
あ
た
え
て
い

る
。
バ
ー
ク
に
と
っ
て
理
性
と
は
、
先
入
観
の
総
体
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

フ
イ
ロ
ゾ
フ
に
と
っ
て
、
理
性
は
、
伝
統
を
少
し
も
考
慮
し
な
い
で
、
演

繹
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
ま
さ
に
デ
カ
ル
ト
流
の
理
性
で
あ
る
。

先
入
観
と
は
『
隠
さ
れ
た
理
性
の
衣
装
』
で
あ
る
．
と
バ
ー
ク
は
考
え

る
。
」
（
五
六
頁
）
と
、
理
性
観
念
の
相
違
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
．

　
最
後
の
『
省
察
』
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
を
詳
細
に
論
じ
て

い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
ス
イ
ス
の
思
想
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
レ
・
デ
ュ
・
パ
ン
が

取
扱
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
主
著
「
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
の
本
質

に
つ
い
て
の
考
察
」
を
中
心
と
し
て
、
「
デ
ュ
・
バ
ン
の
青
年
期
と
知
的
形

成
」
、
「
デ
ュ
・
パ
ン
と
憲
法
制
定
議
会
の
事
業
」
、
そ
の
著
「
フ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
の
考
察
」
等
の
項
目
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
て
お
く
。
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第
六
章
は
、
神
政
政
治
論
者
、
ま
た
は
神
政
政
治
主
義
者
（
夢
9
。
声
誼
）

と
し
て
著
名
な
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
、
ル
イ
・
ド
・
ボ
ナ
ー
ル

の
二
人
の
思
想
家
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
．

四

　
第
七
章
の
「
ド
イ
ッ
の
反
革
命
家
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
ヘ
ル
ダ
ー

と
メ
！
ザ
ー
の
二
人
の
歴
史
思
想
家
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
国

民
精
神
」
（
＜
。
一
5
わ
Φ
馨
）
の
理
念
が
両
者
に
共
通
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
論
ぜ
ら
れ
る
．
す
な
わ
ち
、
ヘ
ル
ダ
ー
が
宇
宙
論
的
、
世
界
史
的
視

野
に
お
い
て
有
機
体
思
想
と
、
歴
史
主
義
的
思
考
に
到
達
し
た
の
に
対
し
、

メ
ー
ザ
ー
は
地
方
史
研
究
（
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
の
歴
史
）
に
お
け
る
土
着

思
想
を
基
と
し
て
歴
史
主
義
的
思
考
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
両
者
に
共

通
な
「
自
己
法
則
性
」
、
「
不
可
換
置
性
』
の
文
化
理
念
は
、
明
ら
か
に
反

啓
蒙
，
反
合
理
の
思
想
、
す
な
わ
ち
「
反
革
命
」
の
思
想
に
結
実
し
て
ゆ

く
。
そ
れ
に
次
い
で
、
二
、
バ
ー
ク
の
ド
イ
ッ
ヘ
の
影
響
と
し
て
、
ブ
ラ

ン
デ
ス
と
レ
ー
ベ
ル
ク
の
反
革
命
の
思
想
に
触
れ
、
と
く
に
レ
ー
ベ
ル
ク

が
、
ザ
ヴ
イ
ニ
ー
の
提
唱
に
基
づ
く
「
ド
イ
ッ
歴
史
法
学
派
」
と
軌
を
一

に
し
た
こ
と
か
ら
、
後
世
に
お
け
る
反
革
命
の
潮
流
に
果
し
た
役
割
を
説

い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
著
者
は
、
「
十
九
世
紀
の
後
半
と
二
十
世
紀
の

前
半
に
、
ド
イ
ッ
の
保
守
主
義
の
学
説
を
造
り
上
げ
た
の
は
、
こ
の
歴
史

法
学
派
で
あ
る
。
そ
れ
は
知
識
人
や
合
理
主
義
者
へ
の
不
信
、
主
権
者
や

既
存
の
権
威
の
尊
重
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
所
有
権
の
保
護
、
貴
族
の
役
割

の
弁
明
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
さ
え
も
含
む
自
由
と
、
不
条
理
と
考
え
ら
れ

た
平
等
へ
の
ま
す
ま
す
増
大
す
る
蔑
視
を
発
展
さ
せ
た
。
」
（
一
〇
一
頁
）

と
説
か
れ
て
い
る
。
三
節
に
お
い
て
は
、
バ
ー
ク
の
「
省
察
」
と
、
デ

ュ
・
パ
ン
の
「
考
察
」
の
翻
訳
に
従
事
し
、
ド
イ
ッ
の
バ
ー
ク
と
称
せ
ら

れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ゲ
ン
ツ
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ゲ
ン
ツ

の
数
多
く
の
翻
訳
や
著
書
を
紹
介
し
た
著
者
は
、
「
ゲ
ン
ツ
は
、
と
く
に
現

実
主
義
者
の
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
そ
の
経
歴
の
初
め
に
は
合
理
主
義
者

で
あ
っ
た
が
、
後
に
『
理
性
を
伝
統
に
奉
仕
さ
せ
る
』
よ
う
に
し
た
、
と

言
い
う
る
。
…
…
ブ
ラ
ン
デ
ス
、
レ
ー
ベ
ル
ク
お
よ
び
ゲ
ン
ツ
の
仕
事
は
．

ド
イ
ッ
に
お
い
て
、
次
第
に
革
命
に
敵
対
的
と
な
り
、
ま
す
ま
す
保
守
化

し
、
最
後
に
は
、
ゲ
ー
テ
や
シ
ラ
ー
な
ど
の
大
作
家
の
著
作
と
と
も
に
文

学
に
現
わ
れ
た
ロ
マ
ン
主
義
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
運
動
を
発
展
さ

せ
た
。
」
（
一
〇
三
1
一
〇
四
頁
）
と
論
じ
、
十
九
世
紀
ド
イ
ッ
に
お
け
る
国

民
国
家
の
形
成
と
、
彼
ら
三
思
想
家
お
よ
び
政
治
的
ロ
マ
ン
主
義
の
内
在

的
関
連
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
第
八
章
は
二
八
〇
四
年
ま
で
の
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
政
治
思
想
」

で
あ
る
が
，
こ
の
章
は
、
「
シ
ャ
ト
ー
ブ
リ
ア
ン
の
経
歴
」
、
そ
の
著
「
革

命
に
つ
い
て
の
試
論
」
お
よ
び
一
八
〇
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
彼
の
「
キ
リ

ス
ト
教
精
髄
」
の
三
節
に
分
け
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
部
の
反
革
命
の
「
行
動
」
は
、
ま
ず
第
九
章
「
亡
命
」
か
ら
論
述

が
は
じ
ま
り
、
「
フ
ラ
ン
ス
西
部
に
お
け
る
反
革
命
的
蜂
起
」
（
第
十
一
章
）
、

「
総
裁
政
府
期
の
フ
ラ
ン
ス
国
内
の
反
革
命
」
（
第
十
四
章
）
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
北
部
（
ド
イ
ッ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
）
の
反
革
命
的
行
動
」
（
第
十
六
章
）

等
々
の
章
を
設
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
じ
ま
っ
た
反
革
命
的
運
動
の
実
態
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を
、
綿
密
に
実
証
的
に
分
析
し
、
最
後
に
反
革
命
の
理
論
と
行
動
は
、
フ

ラ
ン
ス
の
王
政
復
古
に
よ
っ
て
一
応
の
決
着
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
紹
介
を
閉
じ
る
に
際
し
て
、
再
度
、
ゴ
デ
シ
ョ
教
授
の
「
目
本

語
版
へ
の
序
文
」
を
引
用
し
て
お
き
た
い
．
す
な
わ
ち
、
ゴ
デ
シ
ョ
教
授

は
、
「
十
九
世
紀
の
全
体
を
通
じ
て
、
革
命
と
反
革
命
と
は
、
全
西
欧
世

界
に
お
い
て
、
全
面
的
に
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
反
革
命
が
一
八
一
五
年
に
勝
利
を
得
た
。
し
か
し
、
革
命
と
反
革

命
と
の
闘
争
は
続
け
ら
れ
、
と
く
に
、
一
八
三
〇
年
か
ら
一
八
三
一
年
、

一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
〇
年
、
お
よ
び
一
八
七
一
年
の
革
命
的
動
揺
に

そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ド
・
メ
ー
ス
ト
ル
．
ル
イ
・
ド
・

ポ
ナ
ー
ル
の
反
革
命
の
理
論
は
、
十
九
世
紀
の
末
ま
で
大
き
な
成
功
を
見

た
が
、
そ
の
時
期
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
は
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
レ
ル
、
シ
ャ

ル
ル
・
モ
ラ
ス
の
理
論
に
よ
っ
て
と
っ
て
か
わ
ら
れ
、
彼
ら
が
フ
ァ
シ
ス

ト
や
ナ
チ
の
思
想
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
私
が
考
え
る
に
、
こ
の
革
命
と

反
革
命
の
弁
証
法
的
発
展
は
．
た
だ
西
欧
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
極
東
諸
国
に
お
け
る
そ
の
存
在
も
立
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
教
授
の
言
わ
れ
る
革
命
と
反
革
命
の
弁
証
法
的
発
展

1
い
わ
ば
一
つ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
史
観
は
、
思
想
史
学
の
領
域
に
お

い
て
も
傾
聴
に
値
す
る
歴
史
の
見
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

「
反
革
命
の
理
論
の
主
張
者
は
、
大
部
分
が
彼
ら
な
り
に
革
命
家
で
あ
っ

た
」
と
す
る
著
者
の
見
解
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
の
全
体
主
義

の
思
想
史
的
沿
革
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
も
、
本
書
の
も
つ
古
典
的
価

値
は
広
く
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
浩
潮
に
し
て
緻
密
な
学
術
書
の
訳
出
に
と
り
く
ま
れ
、
平
易
な
訳

文
を
も
っ
て
公
刊
さ
れ
た
平
山
栄
一
教
授
の
御
努
力
の
成
果
は
．
わ
れ
わ

れ
後
塵
を
拝
す
る
者
に
と
っ
て
、
強
い
刺
激
と
励
ま
し
を
与
え
ら
れ
た
こ

と
で
も
あ
り
、
深
甚
な
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
し
か
し
，
専
門
領

域
を
異
に
す
る
筆
者
の
書
評
に
は
、
多
々
、
誤
謬
が
あ
る
こ
と
と
思
う
．

著
者
な
ら
び
に
訳
老
に
非
礼
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
御
寛
容
を
願
う
次

第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
み
す
ず
書
房
・
一
九
八
六
年
七
月
発
行
・
四
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
　
真
鋤
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